
＜様式１０－１＞

令和（　4　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　　   　　（　京都市羽束師　）児　童　館

活動名 実施回数 内　　　　　　　　　　　　　　　容 成　果　と　課　題
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

チャレンジクラブ 0 いろいろな遊びや技を練習し、検定を受ける。

友遊クラブ 25 10 12 71 18 111 児童館行事の準備やお手伝いをする。

しょうぎクラブ 25 1 130 17 148 職員による将棋教室。児童同士で対戦

卓球教室 22 26 59 9 12 8 114 ラケットの握り方、サーブのやり方等、初歩から指導

きりえクラブ 23 15 49 8 19 91 カッターを使って絵を切り抜く。 職員の指導もと，技術を向上。きりえ展にむけて製作

だがしやさん 12 903 188 1091 今年度コロナの為，学童のみ

中高生企画 12 30 30 中高生向けの活動。

おもちゃラリー 30 50 39 33 14 15 151 児童館のボードゲームなどの説明（児童が中心）

児童館まつり 1 7 41 15 15 1 15 94 児童館で行うお祭り。

アスレチッククラブ 21 47 25 34 15 121 様々なスポーツや運動あそびを行うクラブ。

ラQ教室 1 4 56 1 13 74 LaQ博士による教室

クリスマス会 1 77 17 94 抽選会

セーフティ 1 36 26 10 7 4 83 警察官による交通安全教室

0

中高生世代と赤ちゃん 3 9 9 日頃触れ合う機会が少ない中高生と赤ちゃんが交流
し、子育ての楽しさや大変さを知る。
近隣の中学校や高校へ行き広報活動をし，
又、３館の交流にもなる。

ほっこり子育てひろば 6 54 66 120

子育てサロンでは，昨年度活動出来ず，
今年度民生児童委員も世代交代をし，
新たな活動を模索する。

＊注　基本活動は，指針に基づき(２)遊びの教室活動(３)行事活動(４)クラブ活動(５)地域間交流促進活動(６)障害のある児童の居場所づくりと活動への参加促進(７)思春期児童の活動支援に分類して記入すること。
　　　推進活動は，指針に基づき(９)地域を知る活動(１０)移動児童館活動に分類して記入すること。
　　　指定活動は，指定児童館のみ別途報告すること。

今普段接する機会のない中高生と触れ合うこと
ができて良かったという意見が多かった。今後
は、より多くの乳幼児親子や中高生に参加をし
てもらうために、少しずつ輪を広げ新たなメン
バーを増やすとともに地域施設との交流を実施
していきたい。また、近隣の中学校、高等学校
などとも連携をしていきたい。

チャレンジでは、児童それぞれが自分の目標を決め。
遊びを通して、新たな友だち関係や縦のつながりを築
く機会になった。また、検定を通して、何度も練習し
て技を習得するなど、技術を高める事にもつながっ
た。今後もいろいろな遊びを紹介し、遊びの幅を広げ
ていきたい。縦割りの良さが出ていた。子ども同士ま
た職員もともに喜びを分かち合えた。

きりえ教室は、年間を通して子ども自身のやる気と成
長に合わせて、段階をおって進む活動である。そのた
め、子ども自身の目標があり、その目標に到達する姿
がみられた。今後も魅力のある活動にしていきたい。
参加人数としては、1年生から5年生まで多くの子ども
たちが参加していた。

しょうぎクラブでは、職員がこどもたちに、攻め方な
どを教えて活動した。

セーフティでは，自分の地域を知り危険箇所を確認す
る

友遊クラブは、小学校3年生以上が対象で
ある。子どもたちの意見をより取り入れ、
児童館まつりを企画する

中高生企画は学童クラブOBの児童を中心にて輪が広
がっている。

0 0 2331

合　　　　計 54 0 0 0 0 0

181 90 0子ども育成機能　合　計

0

015

0

22020

12975 0

0196

54 196 1417

0 1417合　　　　計

推
　
進
　
活
　
動

　
　
　
　
子
　
　
ど
　
　
も
　
　
育
　
　
成
　
　
機
　
　
能

基
　
　
　
　
本
　
　
　
　
活
　
　
　
　
動

335181

58

58

335

ボランティア
参　　　　加　　　　人　　　　数

乳幼児 中高生 大人 合計
小４～６年小１～３年



＜様式１０－２＞

令和（　4　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　　   　　（　京都市羽束師　）児　童　館

活動名 実施回数
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

ガオガオクラブ 24 105 0 0 0 0 85 190 2歳以上の幼児（２０２１年度中に3歳になる幼児）と保護者対象の活動。

プチガオクラブ 23 213 0 0 0 0 0 186 399 1歳以上の幼児（２０２１年度中に2歳になる幼児）と保護者対象の活動。

コロリンクラブ 23 167 174 341 ０歳以上の乳幼児

プチコロクラブ 10 61 0 0 0 0 62 123 ２０２１年4月以降に生まれた乳児（生後2ケ月～）とその保護者

0
ひろば 毎週（月・水） 115 0 0 0 0 105 220

0
だがしやさん 12 903 188 1091 今年度コロナの為，学童のみ

0
0
0

おもちゃラリー 8 97 3 100 児童館のボードゲームなどの説明（児童が中心）
0
0
0
0
0
0

児童館にて直接受理 健全育成問題 児童相談所
児童相談所 家庭養育問題 保健所
保健所 成長･発達問題 子ども支援センター

(3)子育て家庭相談・援助 子ども支援センター 教育問題 幼稚園･保育園
   活動 主任児童委員 非行･問題行動 小学校

その他 その他 中学校
総合支援学校

高校生 その他

(4)子育てグループを育成
   ・支援する活動

(5)子育てと健全育成に関
   する啓発活動

※注　基本活動は，指針に基づき(1)乳幼児とその保護者を対象とする活動[①乳幼児クラブ活動　②乳幼児の広場活動]（２）家族参加を促す活動に分類して記入すること。

今年度はコロナウィルス感染症の影響で中止が多かった
が，民生児童委員の方と顔合わせをした。
クリスマス会のみ実施できた。

成　果　と　課　題

件数

成果と課題

保護者の得意とするものを活動に活かしていけ
るような内容。また、子育て中の不安や悩み、
ストレスから少しでも改元できるように働きか
ける内容。

地域の母親によるクラブで、「ママのためのヨガ」」の活
動を行った。活動を通して母親通しのつながりや日頃の疲
れを癒すことができ、好評だったが，連絡など児童館に来
ないことやコロナの情報などの共有に支障があった。

遊具を提供・子育て相談など

全クラブを年間登録制である
ことで参加者の月齢の差が少
なくなり、みんなで一緒に活
動を行うことができた。活動
内容としては季節を取り入れ
た工作や体を動かす活動など
を行った。乳幼児とその保護
者が楽しむだけでなく、お母
さん同士をつなぐ役目にも
なった。10月からはプチコロ
クラブもスタートし、好評
だった。

成　果　と　課　題小４～６年 内　　　　　　　　　　　　　　　容合計
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3

地域の母親が中心となって、保護者同士の輪を広げ、
家庭・子育てにも還元できる活動内容。

児童館の場所を貸して、地域の民生児童委員による子育て支援活動
保護者対象の制作活動



＜様式１０－３＞

令和（　4　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　　   　　（　京都市羽束師　）児　童　館

69 学童クラブ 自由来館 学童クラブ

児童館まつり 1回 48 74 31 5 90 7 7 262 民生委員

京都南チャペル

いろいろ

（こどもの居場所

事業実行委員会）

中高生 大学生 大　人 合　計

洛水高校インターンシップ 15 15 はじめて地元の高校生のインターンシップを受け入れる。

終了後も、数回ボランティアや利用者として遊びに来てくれ、

ボランティア活動の促進や、児童館の認知に繋がった

羽束師学区　民生児童委員 児童館の場所を貸して、地域の民生児童委員による子育て支援活動

羽束師地域での新しい子どもの居場所づくりについて、連携を図る

1515

(3)地域との連携を
　促進する活動

活　　動　　名 実施回数

羽束師児童館

(1)地域住民との交
　流を促進する活動
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(2)ボランティア
　　活動の推進

15

いろいろ（羽束師子どもの居場
所事業実行委員会）

工作などを活動をメインに行い、保護者の気分転換の場所づくりを行う
ことができ、R５年度では昨年度にコロナでできなかった

R４年度は、保護者向けの会を1度実施。R５～は、子どもを対象とした
活動を展開していきたい。

主　　催 連携団体
中高生

参　加　人　数

合　計大人

成　　　果　　　と　　　課　　　題

成果と課題

保護者対象の制作活動



＜様式１０－４＞

令和（　4　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　　   　　（　京都市羽束師　）児　童　館（　令和４　）年度　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　　　 　 　　（　京都市羽束師　）児　童　館

個人（地域在住の方）

(4)児童館を支える地域

   組織作り

乳幼児クラブ調べ 活動内容について ガオガオ（幼児）クラブ
プチガオ（幼児）クラブ
コロリン（乳児）クラブ
プチコロ（乳児）クラブ

(6)地域調査活動

ほっこり乳幼児親子向け ニーズ調査 ほっこり子育てひろばに 児童館

アンケート 参加された保護者

(5)地域への施設提供

民生児童委員子育てサロンプレイルーム

アンケート 乳幼児親子や保護者を対象とした取組をするにあたり、ニーズ
調査を実施。今後の事業展開について大いに役に立った。反
面、保護者が「こんなことをして欲しい」という新しい声は少
なく、結局職員の考えた範疇を越えないのが課題である。

児童館 アンケート

調査方法

前期・後期で分けて取り組むことにより後半来れない人、前半
はお休みしたい人が参加しやすいかたちをとれた。また、後半
は合同の活動をメインにして異年齢交流も取り組めた。利用者
にもアンケートを取り異年齢交流やいつでも来れる利用形態は
好評だった。
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提供先（団体・機関等）

調査主体

成果と課題

成果と課題

年間３～４回実施予定で計画していたが、コロナのため
中止となった回もあった。広報活動がうまくいかず、参
加者が少なくなってしまったのが課題である。

組織名称

取組「ママのためのヨガ」の開催
「ママのためのヨガ」活動の中
で母親同士のつながりができつ
つあるので今後も続けていきた
い。



＜様式１０－５＞

令和（　4　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　  　　（　京都市羽束師　）児　童　館

児童館だより 月１回 　クラブ参加者 　直接配布 　行事報告
自由来館・地域・学校 　直接配布 クラブ活動の報告

　行事予定
　クラブ紹介など

京都市羽束師児童館の紹介 　直接配布

キッズステーション（ケロちゃん広場） 年数回 自治連合会 　　直接配布
児童民生員 　　郵送
子どもはぐくみ局 　
ハートの家族
保健センター
３館（神川・久我の杜）

　児童館について 年１回 　自由来館 　直接配布 児童館の利用案内
　乳幼児クラブ 　直接配布

  小学校 　直接配布

　学童クラブだより 月１回 学童クラブ保護者様 　おたより袋 　行事報告
　地域　小学校 　直接配布 　行事予定

　保護者連絡

毎月児童館だよりを発行することによって、乳
幼児クラブの様子や日程を乳幼児親子に知って
もらうことができた。また児童館だよりを見
て、ほっこり子育てひろばなどの企画に参加し
てくれる方も多くいたので、今後も児童館の広
報ツールとして力をいれていきたい。
乳幼児クラブなど活動を年間で分かるようにし
たい。
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成果と課題広報物の種類 発行頻度 広報対象 広報方法 広報内容

ゴミ袋を取りに来る乳幼児親子の中には，児童
館がどういうところか知らない方もいるため，
児童館を知ってもらう資料として役立った。

連絡ナビを活用し，欠席の児童にも広報がいき
わたるようにした。


